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研究成果の概要（和文）： 

造血器腫瘍を中心とした血液疾患患者を対象として，歯周病等の口腔内感染巣が白血病治
療患者の好中球減少性発熱に及ぼす影響を明らかにした。具体的には，歯周炎を原因として
重度の好中球減少性発熱を発症した患者を対象に，複数回行われた化学療法の間に歯周病治
療を行い，その減少をみた症例研究を行った。また，歯周炎のみならず，抗がん剤および放
射線治療に伴う口腔粘膜炎の管理についても，感染管理上の重要性を示した。 
 

研究成果の概要（英文）： 
We have studied the influences of oral infections such as periodontitis on the febrile 
neutropenia in patients undergoing leukemia treatment, especially from the typical case 
periodontal treatment decreased febrile neutropenia. This was published as a case study. 
Furthermore, we performed the study of the oral mucositis caused by irradiation and 
chemotherapy, and showed the significances of an infection route.  
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１．研究開始当初の背景 

白血病治療では抗がん剤による化学療法が

行われ，これのみでは予後が悪いと考えられ

る場合に造血幹細胞移植（骨髄，末梢血幹細

胞および臍帯血幹細胞移植の総称）がさらな

る治療の選択肢となる。いずれの治療も化学

療法に伴う骨髄抑制で白血球数がゼロに近い

易感染状態を来たすことから，感染管理が大

きな課題となる。口腔内感染巣にも注意を払

うべきであり，歯周病はその代表格である。 

歯周病を専門とする当科は，血液腫瘍内科と

のチーム医療に参画し，白血病治療に際して



口腔感染管理を行っている。その内容は，血

液像の回復期に歯周炎をはじめとする口腔内

感染源を除去すること，および白血球数低下

期の口腔内の感染管理である。 

白血病治療を行う血液内科医を悩ませるも

のとして，好中球減少に伴う発熱（febrile 

neutropenia）がある。febrile neutropenia

は種々の疾患に随伴して発生するが，血液疾

患の治療中はその発生頻度が極めて高い。血

液疾患におけるfebrile neutropeniaの特徴

は，経過が急激であり，敗血症様の症状を呈

しながら原因菌不明例が多いことである。 

一方，研究代表者は，日々の診療で，白血

病に対して複数回なされる化学療法前後の血

液像の回復期に歯周病治療を行った患者で，

febrile neutropeniaが減少するケースを経

験していた。 

歯周病原性細菌に対するIgG抗体価検査は，

日々の臨床のみならず，歯周病感染が全身に

及ぼす影響をエビデンスとして客観的に発信

するにあたっても役立つ。 

研究代表者らは，これまでに，歯周感染の

重症度とメタボリックシンドロームなどの全

身疾患との関わりを調べた既報で，歯周病原

性細菌に対する血清IgG抗体価を客観的な指

標とし，慢性微細炎症である歯周炎がメタボ

リックシンドロームに悪影響を及ぼす事実を

発信してきた（Nishimura F, Iwamoto Y, Soga 

Y. Periodontol 2000. 2007)。 

これと同様の手法によって，歯周病原性細

菌の抗体価などの客観的な口腔感染の指標と，

化学療法時あるいは造血幹細胞移植期の

febrile neutropeniaとの関連を調べること

により，白血病治療患者等，易感染性患者を

対象としたときの歯周病由来の感染巣の除去

あるいは管理の重要性を示すエビデンスを打

ち出すことを考えた。 

 

２．研究の目的 

歯周病原性細菌の抗体価などの客観的な口

腔感染の指標と，化学療法時あるいは造血幹

細胞移植期のfebrile neutropeniaとの関連

を調べることにより，白血病治療患者等，易

感染性患者を対象としたときの歯周病由来の

感染巣の除去あるいは管理の重要性を示すエ

ビデンスを打ち出すこと 

 

３．研究の方法 

本院血液・腫瘍内科の全面的な協力を得て，

約50名の白血病治療患者を対象とし，歯周病

原性細菌に対する血清IgG抗体価などの客観

的な口腔感染の指標とfebrile neutropenia

の日数との関連を調べた。 

また，これのみならず，白血病治療では抗

がん剤および放射線治療が用いられるが，こ

れは重度の口腔粘膜炎を引きおこす副作用も

持ち，この口腔内の潰瘍からの感染はこれま

で血液内科の感染管理上きわめて厄介な問題

であったため，これについても感染管理上の

重要性を示すエビデンスを求めた。 

 

４．研究成果 

歯周病原性細菌に対するIgG抗体価等の歯

周病感染を示す指標や，内科化学療法時の

febrile neutropeniaの日数等のデータの蓄

積を行った。得られた結果について解析を行

ったが，現有する歯周病原性細菌に対するIgG

抗体価の測定系は特異度が高いものの，感度

が良好ではなく，そのことが障害となり，残

念ながら両者の関連性を示す結果には至らな

かった。 

 一方で，歯周炎を原因として重度のfebrile 

neutropeniaを発症したと考えられ，複数回行

われた化学療法の間に歯周病治療を行うこと

で，その現象が顕著に見られた症例研究を発

表した。さらに，白血病治療では抗がん剤お



よび放射線治療が用いられるが，これは重度

の口腔粘膜炎を引きおこす副作用も持つ。こ

の口腔内の潰瘍からの感染はこれまで血液内

科の感染管理上きわめて厄介な問題であった

ため，これについても感染管理上の重要性を

示すエビデンスを論文の形で発表した。これ

らは血液内科医から多大な反響を得た。歯科

のみならず，医科あるいは看護の分野からの

招待講演の依頼が相次いだ。 

 発表論文および学会等の発表の項に示すよ

うに，本研究課題は十分な研究実績を出すこ

とができた。また，その内容を多くの機会で

公表することができた。白血病治療患者等，

易感染状態にある患者の口腔内の感染管理の

重要性を示し，そのあり方に一石を投じるこ

とができた。 
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